
第7回鎌倉市総合計画審議会における指摘事項と市の考え方 資料３

No 指摘事項 市の考え方

1

SDGs のゴール・ターゲットの達成に向けた取組の方向性で、概要（案）6
ページ（計画（案）9ページ）の中に、「市民・市民団体等の連携による」とある
が、ここはこの章だけではなくて、他のところでも記述しても良いのではない
かと思う。鎌倉はその辺のポテンシャルは強い、高いと思うので、市民が積
極的に関われる部分というのはもっとたくさんあると思う。

本市では、基本構想における基本理念の一つに市民自治を掲げ、第４期基
本計画における計画の推進に向けた考え方にも「市民自治」も掲げており、
行政運営を行う上で、市民や市民団体等の連携は、不可欠なものと考えて
おり、全ての施策を進める上で、ベースとなる考え方であると認識していま
す。
SDGsも目標17をとの関連のある全ての施策の方針にご指摘の文言を追記
することも検討しましたが、全体的なバランスの中で、特に、市が市民や市
民団体との連携によって、その施策や取組が行われている傾向が強い事業
について、記述しています。

2

施策の方針（案）6、7ページ（計画（案）26、27ページ）、外国籍の方がたくさ
ん入ってきて、小学校の中でもクラスに何人もというところがあり、そのような
意味では、ここの部分の施策であるとか、その辺にもう少し、例えば相談窓
口を作るとか、表示をきちんとするとか、日常的な生活の中で行えることがあ
るのではないかと思う。

第４期基本計画期間中において、外国籍市民を対象とした相談窓口の設置
は想定していません。
また、学校教育における外国籍児童・生徒への支援につきましては、インク
ルーシブ教育の充実を図る取組の中で、対応してまいりたいと考えていま
す。

3

施策の方針（案）9ページ（計画（案）30ページ）「文化財の保護」というところ
であるが、そこに、「適切に保存し積極的な活用を進めます」とあるので、保
護だけではなく、やはり活用のことも記述してはいかがか。タイトルとして保
護となっていると、どうしても保護だけに重点が置かれるような感じがするの
で、特に SDGs の観点から言えば、活用もしっかり行った方が良いのではな
いかと思う

文化財保護法における「保護」には、文化財を保存し、その活用を図る意味
が含まれていることから、「文化財の保護」と原文のままとします。

4
文化のところ、施策の方針（案）11,12ページ（計画（案）32,33ページ）におけ
る文化の捉え方が少し狭いのではないかと感じる。

文化の定義が狭義ではないかとのご指摘をいただきましたが、基本計画期
間中に行う取組や事業を想定しながら、検討しているため、原文のままとし
ます。

5

環境のところ施策の方針（案）28、29、30ページ（計画（案）52、53、54ページ）
であるが、次代に向けたエネルギー・環境対策の推進というところの施策と
か成果指標がいかにも古くさいというか、かなり前からこれは言われ続けて
いることであって、何かもう少し、必ずしも新規性とは言わないが、20 年ぐら
い前から言われていることだと思うので、技術的なことも上がってきていると
思うし、市民の意識も変わってきていると思うので、もう少し一歩踏み込ん
だ、高いレベルの、特に SDGsで世界レベルを目指すのであるならば、その
辺のところももう少し考えていただいた方が良いのではないかと思う。

施策の方針ごとに設定する成果指標につきましては、総合計画審議会等の
意見及び庁内での議論を重ね、当該施策の方針での主な取組や、市で把
握できるデータ等を踏まえ、検討してまいります。
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6

施策の方針（案）41ページ（計画（案）65ページ）、子ども家庭総合支援拠点と
いう名称が、一般の利用者や問題を抱える、本当に教育、保育のことが分
からない人たちが対象となることが多いので、もう少し分かりやすい名称に
ならないのか。一般の人が分かりやすい記述を検討されたら良いかと感じ
た。

児童福祉法等の一部を改正する法律（平成28年法律第63号）に基づき、市
区町村には、子ども等に関する相談全般から通所・在宅支援を中心としたよ
り専門的な相談対応や必要な調査、訪問等による継続的なシーシャルワー
カー業務までを行う機能を担う拠点として、「子ども家庭総合支援拠点」の設
置運営等が求められています。国において使用する名称であるため、その
ままとします。
なお、新しい言葉や分りにくい言葉については、基本計画書として印刷する
際に、注釈等により対応することを考えています。

7

施策の方針（案）41ページ（計画（案）66ページ）、放課後かまくらっ子の登録
者数、LINE かまくらすくすく登録者数が挙げられているが、これは成果指標
として数値が増えれば良いのか。放課後かまくらっ子という政策をこれから
放課後子ども総合プランの中で行うのだと思うが、利用者数が増えることが
良いのか、他の施策を展開することで、放課後かまくらっ子を利用しなくても
良い状況になることがあるのかと思い、具体的に施策の方向性が見えない
ように感じた。このような指標の置き方はいかがなものか。
同じく、青空自主保育に関する指標についても、数値が増える方が良いの
か、減る方が良いのか、数だけでは分かりにくい。児童扶養手当に関する指
標についても、支給者数が増えれば良いのか。その指標がどのように使わ
れて、指標として置かれるのかが見えにくいと思う。
施策の方針（案）46 ページ（計画（案）72ページ）の成果指標について、前回
の議論を踏まえて分かりやすい割合を指標に挙げられており、努力されてい
るのかなということは分かるが、児童・生徒に関する割合だけでなく、例えば
教員や保護者の方の満足度などが測れるような指標があっても良いのでは
ないかと思った。

施策の方針ごとに設定する成果指標につきましては、基本的には、アウト
プットを意識した定量的に把握することができる指標が望ましいと考えていま
す。
一方、１つの指標だけで取組の進捗や、目標とするまちの姿の達成度を測
ることが難しいものも少なくはなく、ベンチマークのような指標も必要ではな
いかとの意見もあります。
いずれにしましても、施策の方針ごとに設定する成果指標につきましては、
総合計画審議会等の意見及び庁内での議論を重ね、当該施策の方針での
主な取組や、市で把握できるデータ等を踏まえ、検討してまいります。

8

施策の方針（案）45ページ（計画（案）71ページ）、「（１）社会に開かれた教育
課程」となっているが、「教育課程の実現」でないとおかしいのではないか。
次に、「（２）豊かな学びの推進」については、文部科学省だけでなく、世界的
に目指している、「主体的な学び」という言葉を入れた方が、これからの目標
になるように思う。「豊かで主体的な学びの推進」という言葉で随分イメージ
が変わってくるかと思う。括弧３についても、今まさに主体性とかアクティブ
ラーニングというのが今教育の主流であるので、管理するというイメージにな
らないように、少し注意を払っていただければと思う。

ご指摘を踏まえ、「社会に開かれた教育課程の実現」と訂正しました。
また、「豊かな学びの推進」については、本市の教育大綱の基本目標の一つ
に「学校教育における豊かな学びの推進」と掲げていること等に鑑み、原文
のままとします。
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9

施策の方針（案）46ページ（計画（案）72ページ）、いじめはどんな理由があっ
てもいけないことだと答えた生徒数という指標があるが、子どもはいけないも
のだと教えられていれば、多分そのように答えるように思う。やはり指標の設
定は難しいと思うが、改めて検討する必要があるように思う。

施策の方針ごとに設定する成果指標につきましては、総合計画審議会等の
意見及び庁内での議論を重ね、当該施策の方針での主な取組や、市で把
握できるデータ等を踏まえ、検討してまいります。

10

施策の方針（案）58ページ（計画（案）85ページ）、防災力の強化のところで
「自助・共助・公助」のバランスを取るとか、そういうかたちになっているが、も
う少し、できることとできないことがあると思いうので、はっきり書かれた方が
より良いのではないかという感じがする。

計画の推進に向けた考え方の一つに「防災・減災」において、防災力の向上
に向けた取組及び連携として、「市民との連携」を掲げ、「市民一人ひとりが
「自らの身は、自ら守る。」という「自助」「共助」の意識を持ち、行政と連携し
て平常時から備蓄や訓練などに取り組みとともに、災害発生時には自らの
安全を守りながら、各種防災活動を実施する体制を整えます。」と記述して
います。

11

施策の方針（案）59ページ（計画（案）86ページ）に、避難路や避難体制の記
述はあるが、具体的に避難所の開設をしていかなければならない、具体的
に起こったときの開設の準備に関する記述があっても良いのかと思った。
それからもう一つは、施策の方針（案）38ページ（計画（案）61ページ）に災害
時の医療救護マニュアル等の整備ということが記述してあるが、具体的に災
害時の避難所マニュアル、運営上のマニュアル等の整備という言葉があっ
ても良いのではと思う。

基本計画は、基本構想に示されている考え方及び将来目標を実現するため
の政策・施策体系とその手段を示す中期計画です。基本計画の各施策の方
針の「主な取組」は、「目標とするまちの姿」を実現するためのものであり、ご
指摘の「避難所を開設する準備」等、具体的な行動や事業を記述することは
馴染まないと考えています。総合的な防災体制の強化にその趣旨が含まれ
ていることから、原文のままとします。
また、避難所運営マニュアルは、既に整備されており、ここでは、災害時に医
療救護活動を迅速かつ的確に行えるよう体制整備が不可欠なことから、記
述しているものです。

12
施策の方針（案）70ページ（計画（案）98ページ）、平均時速、鎌倉を通過して
いるときの、それを旅行速度と記述されているが、一般的な言葉なのです
か。

新しい言葉や分りにくい言葉については、基本計画書として印刷する際に、
注釈等により対応することを考えています。

13
施策の方針（案）91ページ（計画（案）123ページ）、早期に離職する若い人が
多い。そのような若い世代の再就職なども対応していくのか、そこを書き込
んでいくべきなのかどうかも検討していただければと思う。

本市では、「労働環境の充実」の主な取組として「就労支援の充実」を掲げ、
世代や背景等を問わず、就職をめざす市民のライフステージやニーズに
あった就労情報の提供や、相談・支援の充実・就労支援策を推進することを
記述しています。

3


